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　今市高等学校のセンターパスにより前半戦が開始。開始早々、天理高等学校は積極的に攻め込み、4分
#7沖原からのセンタリングを#9永吉が華麗にタッチシュートし、先制点を挙げる。点を取り返したい今市は、
29分にPCを取得。#5田野井がドラッグシュートを放ち、決まったかに見えたが判定はノーゴール。チャレン
ジ権を使うも、判定はくつがえならず得点は認められない。その後も、一進一退の攻防を繰り広げたまま前
半戦を折り返した。
　後半戦が開始。42分、今市のディフェンスがこぼした球を、天理#3竹林がスイープシュートで押し込み、2-
0とする。勢いに乗った天理は45分にPCを取得。#9永吉がドラッグシュートを決め天理がリードを広げる。点
が欲しい今市は56分PCを取得するも得点には結びつかない。その後も今市は果敢に攻め込むが、天理
#1GK松田の好セーブにより得点することができず、試合が終了。3-0で天理が勝利し3年ぶり9回目の優勝
となった。

今市

渡邉　道彦

4分　永吉、42分　竹林、46分　永吉

武藤　崇文　・　北川　友香子

2

0 1-
今市高等学校 0

-


